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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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鴻 信義

　歴史的な 2018年南北首脳会談が 4月 27日に板門店で開催され，南北融和モード
が一気に進んでいます。これを受けてノーベル平和賞の候補者として金正恩委員長
と文在寅大統領，そしてドナルド・トランプ大統領の名前が挙がっています。ノー
ベル平和賞は「国家間の友好関係，軍備の削減・廃止，及び平和会議の開催・推進
のために最大・最善の貢献をした人物・団体」に授与すべしとしてノーベル賞の創
設者であるアルフレッド・ノーベルがスウェーデンとノルウェー両国の和解と平和
を祈念して設立し，その授与式のみがノルウェーのオスロ市庁舎で行うことになっ
ています。平和賞のみスウェーデンではなくノルウェー政府が授与主体となってい
ることが特徴です。1901年の第1回受賞者は赤十字社を設立したスイスの実業家ア
ンリ・ジュナンとフランスの経済学者で国際仲裁委員会の提唱者であるフレデリッ
ク・パシーです。ノーベル平和賞は他のノーベル賞と比べて政治的な色合いが強
く，アメリカのジミー・カーター元大統領やアル・ゴア元副大統領の授賞も多分に
政治的力学が働いたといわれています。バラク・オバマ前大統領が理念的な「核な
き世界」演説で受賞したことも記憶に新しいところです。日本人でノーベル平和賞
を受賞したのは「非核三原則」を提唱し 1974年に受賞した佐藤栄作元首相ですが，
これものちに在日アメリカ軍の「核兵器持ち込み」に関する密約があったことで物
議を醸しました。金正恩委員長，文在寅大統領，そしてドナルド・トランプ大統領
のノーベル平和賞授賞はあるのでしょうか。
　さて，今月の特集は「知っておきたい遺伝学的検査と遺伝外来 ABC」です。難
聴の遺伝学的検査が保険適応になるなど，遺伝子異常に関連する耳鼻咽喉科疾患の
理解が必要になっています。この分野はもちろん私が医学生の頃には授業もなかっ
た分野で新しく，かつ進歩の著しい領域ですので，これを機に知識を整理しておき
ましょう。2編の原著も臨床上重要なテーマです。今年も猛暑が予想されています
ので，冷房のきいた部屋でじっくりお読みいただければと思います。
 （小川　郁）
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